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1 はじめに

大規模被災地内の通信インフラは機能しなくなり，各

拠点で人的・物的な被害状況，安否情報などの災害情

報の収集，共有が困難となるため，このような過酷な

通信条件に適合するために DTNの中継転送技術 [1][2]

を用いた災害情報共有システムが注目されている. し

かし，既存のDTN環境での利用を考慮した情報共有シ

ステム [3]では，通信が事実上途絶状態の DTNノード

とは情報共有を行えない問題がある.

本稿では，このような拠点との通信プロトコルの要

件について検討し，USBメモリなどの蓄積媒体を容易

に通信路として利用するための手法について提案する.

2 提案手法

2.1 DTN

DTNとは，宛先 DTNノードへデータを送信する際，

中継地点でデータを保持し，通信可能になった時点で

データ転送を行うことにより過度な通信遅延や通信リ

ンクの切断が発生するような劣悪な通信環境において

もエンドツーエンドで情報伝達を可能とする通信方式

である．DTNノードとは，バンドル層を実装し，DTN

の通信単位であるバンドルの送受信ができるノードで

ある. 通信リンクとは，一般的な有線/無線の通信路の

ほかにストレージを用いるなどしてデータの転送を行

える機能の抽象を指す. ただし，DTNの代表的な実装

は，一般的な通信路についてのみ進んでおり，ストレー

ジを利用した場合は未検討である. リンク状態とは，通

信リンクの「接続状況」すなわち利用可能性に応じて

変化する状態を指す. DTNでは，バンドル層の下方に，

直接データリンク層を用いる場合を含む多種のトラン

スポート層を想定しており，これらの違いを吸収する

層として Convergence Layerが置かれている.

2.2 概要

DTNの実装では，ストレージを通信路として利用し

データを運搬する手法は未検討である．そこで提案手

法では，新たに可搬ストレージへバンドルを書き込み，
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読み込みをするためのインタフェース（Storage Conver-

gence Layer）を設ける.バンドルを書き込んだ可搬スト

レージを人手で運搬することにより，通信途絶状態の

DTNノードとの情報共有を可能にする. 送信時要件は，

ユーザによる書き込み可搬ストレージの指定，ユーザ

による書き込みタイミングの指定，可搬ストレージへ

書き込みが行えるかの確認，バンドルの可搬ストレー

ジへ書き込みである. 受信時要件は，バンドルファイル

の発見，バンドルファイルからバンドルを読み込みで

ある.

図 1: System概要
2.3 処理の流れ

Step1 ユーザは，提案手法を実装した PCに可搬スト

レージを挿入し，バンドル層にバンドルを可搬ス

トレージへ書き込むための通知を行う

Step2 通知を受けたバンドル層は，新たに設けた Stor-

ageConvergenceLayerのバンドルを可搬ストレー

ジへ書き込むための処理を呼び出す

Step3 StorageConvergenceLayerの書き込み処理は，可

搬ストレージへ書き込みが行える場合はバンド

ルを書き込み，書き込めない場合は，処理を中止

する

Step4 書き込みが終了したら他の DTN ノードまでバ

ンドルを書き込んだ可搬ストレージを人手で運搬

する

Step5 運搬先の DTN ノードに可搬ストレージを挿入

し，バンドル層にバンドルを読み込むための通知

を行う

Step6 通知を受けたバンドル層は，StorageConvergence-

Layerの可搬ストレージからバンドルを読み込む

ための処理を呼び出す
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Step7 StorageConvergenceLayer の読み込み処理は, バ

ンドルファイルを発見し，バンドルを読み込み，

読み込んだバンドルをバンドル層に渡す

Step8 バンドル層は，バンドルを永続ストレージに保

存する

3 試作システム

3.1 概要

試作システムは，IRTF(Internet Research Task Force)

の中の研究グループ DTNRG(The Delay Tolerant Net-

working Research Group)によって開発された実験プラッ

トフォーム DTN2[4]を可搬ストレージへ読み書きでき

るように拡張した (図 2). TCPや UDPなどの通信は，

接続した通信リンクの状態に応じて実行する処理が決

定する. 新たに設けた Storage Convergence Layerは，通

信リンクの状態によって実行する処理が決まるが，実

際の隣接 DTNノードとの通信リンクの状態ではなく，

可搬ストレージへ書き込み，読み込みが行えるかによっ

て実行する処理が決定する (表 1).

図 2: DTN2 Component

表 1: リンク状態と Storage Convergence Layerの処理
リンク状態 Storage Convergence Layerの処理

UNAVAILABLE 未使用

AVAILABLE ユーザによる可搬ストレージのディレ

クトリ名入力

OPENING 可搬ストレージのディレクトリ有無の

確認

OPEN 可搬ストレージへの書き込み実行

3.2 読み書き

可搬ストレージへの書き込み，読み込み処理は，ユー

ザが試作システムを起動した端末からバンドルを可搬

ストレージへ書き込み，読み込みすることを通知する

ためのコマンドと可搬ストレージのディレクトリを入

力することによって実行される. 試作システムでの可搬

ストレージからのバンドルの読み込み処理は，可搬ス

トレージのディレクトリ名を入力し，そこからバンド

ルの書き込まれたファイルを読み込む.TCPと Storage

Convergence Layerを用いた場合の送受信プロセスを示

す.(図 3,4)

図 3: 送信プロセス

図 4: 受信プロセス

4 おわりに

DTNの通信単位であるバンドルを可搬ストレージへ

書き込み，読み込みするためのインタフェースを設け，

人手で運搬することで通信途絶状態のDTNノードとの

情報共有を行う具体的手順を提案した. バンドルを人手

で運搬をすることを考慮したルーティング手法は，今

後の課題である.
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